
 

 

 

 

 

 

 

 インフルエンザ ウイルス性胃腸炎（ノロウイルス） 

多い時期 １～2 月 １１～２月 

症状 
３８℃以上の急な発熱 

のどの痛みや鼻水の他にも頭痛・関節痛・筋肉痛 

突然の激しい吐き気・おう吐・下痢、腹痛を伴うこ

とも。発熱は軽度 

感染 

人からの感染（飛沫感染・接触感染） 

・飛沫感染：せきやくしゃみなどによって、飛び散

ったウイルスが、口や鼻などの粘膜に

直接触れて感染すること 

・接触感染：患者，保菌者，病原体の付着した物品

などに接触して，感染すること 

人からの感染 

（おう吐物からの二次感染・飛沫感染） 

食品からの感染 

（ウイルスに汚染された 

２枚貝など） 

ワクチン 予防接種あり なし 

治療 抗インフルエンザ・ウイルス薬の服用 水分補給などの対症療法 

予防 マスク・手洗い・予防接種 手洗い・食品の加熱（８５℃以上で９０秒間以上） 

 

               

       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＨＩＶ（ウイルス）の感染から免疫力が低下して、いろいろな疾患（厚生労働省の決めた疾患）を 

発症した状態です。 

 

 

◆ＨＩＶは感染者の血液や精液、膣分泌液などにいますが、感染力は弱く、日常の生活(握手・入浴など)ではうつりません。 

感染の危険があるのは次の３つ 

①性的な接触でＨＩＶが粘液や傷口から進入   ②血液中のＨＩＶが傷口から進入  ③母親から赤ちゃんへの母子感染 

 

 

◆ＨＩＶに感染しても自覚症状がない期間が数年続きます。その間に他人にうつす危険もあります。「もしかしたら」と思 

ったら保健所や病院での検査が必要です。ただし、ＨＩＶ抗体は感染者から３ヵ月経たないと検出されません。 

 

 

◆今はまだ体の中のＨＩＶを取り除くことはできませんが、ＨＩＶが増えるのを押さえる治療薬があります。ＨＩＶに感染、

エイズ発症してもきちんと治療すれば普通の生活も送れます。ただし、エイズを発症してしまうと治療は難しくなるので、

早期発見・早期治療が重要です。 

２０１５年１２月 

沼津中央高校 

保健室発行 

秋から増えてい

る新型も対策は

同じ。手洗いと

十分な加熱を！ 

２０１５年１２月 

沼津中央高校 

保健室発行 

 

２０１４年末時点で日本の    ２０１４年に日本で新たに報告された 

■ＨＩＶ感染者は・・・１６，９０３人   ■ＨＩＶ感染者は・・・１，０９１人 

■エイズ発症者は・・・ ７，６５８人   ■エイズ発症者は・・・  ４５５人 

平成 26年エイズ発生動向（厚生労働省エイズ動向委員会） 

このうち 

２０代は３４９人 

３０代は３４７人

と圧倒的に多い 


